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かしゅう ごお リ なリ ひろ さんきん ちゅう 

加州 石 川 郡 金 沢 城の 城主、 前 田斉広 は、 参覲 中、 

ほんまる とじょう きせる 

江戸 城の 本丸 へ 登城す る 毎に、 必ず 愛用の 煙管 を 持 つ 

て 行った。 当時 有名な 煙管 商、 住 吉屋七 兵衛の 手に 

きんむく じ けんう めばち もん すき 

成った、 金無垢 地に、 剣 梅 鉢の 紋ぢ らしと 云う、 数寄 

を 凝らした 煙管で ある。 

前 田家 は、 幕府の 制度に よると、 五世、 加賀守 綱紀 

以来、 大 廊下 詰で、 席次 は、 世々 尾 紀水三 家の 次 を 占 

めて いる。 勿論、 裕福な 事 も、 当時の 大小 名の 中で、 

肩 を 比べる 者 は、 ほとんど、 一人 もない。 だから、 そ 



殆ど その 煙管 を 離した 事がない。 人と 話し をして いる 

時 は 勿論、 独りでい る 時で も、 彼 は それ を 懐中から 出 

おうよう くわ ながさき たばこ 

して、 鷹揚に 口に 啣 えながら、 長 崎 煙草 か 何 かの 匂い 

の 高い 煙り を、 必ず 悠々 とく ゆらせて いる。 

勿論 この 得意な 心 もち は、 煙管な り、 それによ つて 

代表され る 百万 石な リを、 人に 見せびらかす ほど、 

ぞうちょうまん 

増長 慢な 性質の ものではなかった かも 知れない。 が、 

でんちゅう 

彼 自身が 見せびらかさな いまでも、 殿中の 注意 は、 明 

かに、 その 煙管に 集注され ている 観が あった。 そうし 

て、 その 集注され ている と 云う 事 を 意識す るの が斉広 

にと つて は、 かなり 偷： K な 感じ を 与えた。 現に 坡 



じ よ ぅぜ つ 

饒舌 を 闘わせた。 

「さすが は、 大名 道具 だて。」 

き 

「同じ 道具で も、 ああ 云う 物 は、 つぶしが 利き やす。」 

「質に 置いたら、 何両 貸す 事 かの。」 

「貴公 じゃある まいし、 誰が 質に なん ぞ、 置く もの か。」 

ざっと、 こんな 調子で ある。 

すると ある 日、 彼等の 五六 人が、 円い 頭 をなら ベて、 

一 服 やりながら、 例の 如く 煙管の 噂 をして いると、 そ 

おすき や ぼ う ず こうちゃ まそう しゅん 

こへ、 偶然、 御 数寄屋 坊主の 河内 山宗 俊が、 やって来 

こうねん てんぼうろ つかせん 

た。 —— 後年 「天 保 六 歌仙」 の 中の、 主な rol§ を つと 

める 事に なった 男で ある。 



で、 誰 だか まだ わからない。 —— 斉広 は、 何 か 用が 出 

きせる かんかつ 

来たの かと 思った ので、 煙管 を はたきながら、 寛 潤に 

声をかけた。 

「何 用 じ や。」 

そ-つし ゆん 

「ええ、 宗俊御 願が ございま する。」 

こうちゃ ま 

河内 山 はこう 云って、 ちょいと 言葉 を 切った。 それ 

から、 次の 語 を 云って いる 中に、 だんだん 頭 を 上げて、 

しまいに は、 じっと 斉 広の 顔 を 見つめ 出した。 こう 云 

あいきょう 

う 種類の 人間の みが 持って 居る、 一種の 愛嬌 をた た 

えながら、 蛇が 物 を 狙うよう な 眼で 見つめた ので ある。 

「別儀で も ございま せんが、 その 御手 許に ございます 



る 御 煙管 を、 手前、 拝領 致しとう ございま する。」 

斉広は 思わず 手に していた 煙管 を 見た。 その 視線が、 

煙管へ 落ちた のと、 河内 山が 追い かける ように、 語 を 

次いだ のとが、 ほとんど 同時で ある。 

「如何で ございましよう。 拝領 仰せつ けられましょう 

か。」 

宗 俊の 語の 中に ある もの は 懇請の 情ば かりで はない、 

お 坊主と 云う 階級が あらゆる 大名に 対して 持って いる、 

1! 嚇の意 も 籠って いる。 煩雑な 典故 を 尚んだ、 殿中 

では、 天下の 侯伯 も、 お 坊主の 指導に 従わなければ な 

ら ない。 斉 広に は 一方に そう 云う 弱みが あった。 それ 



にしても、 彼の 満足が、 そのために、 少しで も 損せら 

れる事 なぞ はない ので ある。 

ほんごう きんじゅ 

そこで、 斉広 は、 本郷の 屋敷へ 帰る と、 近習の 侍に 

向って、 偷 そうにこう 云った。 

「煙管 は宗 俊の 坊主に とらせた ぞ よ。」 

五 

かちゅう なリ ひろ こうりょう 

これ を 聞いた 家中の 者 は、 斉 広の 宏量 なのに 驚いた。 

ご ようべ や かんさえ もん おなん どが かリ 

しかし 御用 部屋 の 山 崎 勘左衛 門、 御 納戸 掛 の 岩 田 

くらのすけ おかって がた かみき 

内蔵 之 助、 御 勝手 方の 上 木九郎 右衛門 II この 三人の 



II それ は、 煙管の 地金 を 全然 変更して、 坊主 共の 欲 

しがらない ような ものにする 事で ある。 が、 その 地金 

を 何に する かと 云う 問題に なると、 岩 田と 上 木と で、 

互に 意見 を 異にした。 

岩 田 は 君 公の 体面 上 銀より 卑しい 金属 を 用いる の は、 

異な ものであると 云う。 上 木 はまた、 すでに 坊主 共の 

しんちゅう 

欲心 を 防ごうと 云う のなら、 真鍮 を 用いる のに 越し 

た 事 はない。 今更 体面 を、 顧慮す る 如き は、 姑息の 見 

であると 云う。 二人 は、 各々、 自説 を 固守して、 

極力 論駭を 試みた。 

すると、 老功な 山 崎が、 両説 とも、 至極 道理が ある。 



丁寧な 語の 中に、 鋭い 口気 を 籠め てこう 云った。 

斉広 はこれ を 聞く と、 不快そう に、 顔 をく もらせた _ 

長 崎 煙草の 味 も 今では、 口に あわない。 急に 今まで 感 

じていた、 百万 石の 勢力が、 この 金 無始の 煙管の 先 か 

ら 出る 煙の 如く、 多 愛な く 消えて ゆく ような 気がした 

からで ある。 …… 

古老の 伝える 所に よると、 前 田家で は斉広 以後、 

なりやす よしやす 

斉泰 も、 慶寧 も、 煙管 は 皆 真鍮の もの を 用いた そうで 

ある、 事によると、 これ は、 金無垢の 煙管に 懲りた 斉 

広が、 子孫に 遺 i でも 垂れた 結果 かも 知れない。 

(大正 五 年 十月) 
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